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｢院内感染予防の父」

それじゃ、

医療従事者の手はどれだけ汚いの？

手指衛生の始まり・・・

医療環境はどれだけ汚れているの？



















医師Ａ



看護師Ｂ



リハビリＥ



レントゲンＦ



介護士Ｄ

ＭＲＳＡ



看護師Ｃ

ＭＲＳＡ ＭＲＳＡ





手指衛生、普通の手洗いと何が違う？

＝感染症の水平伝播を防ぐ

同じ？

家庭での手洗い＝汚れを落とす。綺麗にする。

医療者の手指衛生

洗浄時間
洗浄方法

タイミング

習慣化は大事。でも、目的が異なる

医療関連感染で一番の問題は、
接触感染経路による伝播

Keyword



Keyword 洗浄方法

衛生的手洗い

手指消毒剤

全てに
対応できる

１～２プッシュ

使い分けを生じる

芽胞菌
（クロストリジウムディフィシル）

NOエンベローブ
（ノロ・ロタウイルス）

眼に見えて手に汚れがある時



東京SARAYA提供



東京SARAYA提供



洗い残しやすい部位



Keyword 洗浄時間

手指に付着する菌は大きく２種類

常在菌 10％～20％

一過性菌（通過性菌） 80％～90％

細菌の増殖にかかる時間

20分で2倍 40分で4倍



除菌効果は洗浄時間に比例する

流水と石鹸による手指衛生

15秒間：１/４～１/１３
30秒間：１/６０～１/６００
60秒間：１/１０００

手指消毒剤による手指衛生

30秒間：１/３０００
60秒間：１/１０，０００～３０,０００



WHO Five moments

Keyword タイミング



チャレンジ問題

訪室 血圧測定 退室

手指衛生するタイミングは何回ありますか？



チャレンジ問題

訪室 血圧測定 退室

手指衛生するタイミングは何回ありますか？

患者環境に
触れた後５ 患者に

触れる前１ 患者に
触れた後４ 患者環境に

触れた後５

重なった２つのタイミング
１回の手指衛生でOK



まとめ

手指衛生さえ適切にできていれば医療関連感染は
ある程度防げる。

手指衛生は感染対策の要！

病源体の除去は、洗浄時間に比例する。
流水・石鹸なら1分以上、消毒剤なら30秒以上！

5つのタイミングを意識する。
患者に触れる前と次の患者に行く前は最低限！


